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本 手 順 書 は ， 下 記 対 象 バ ル ブ 型 式 の 分 解 組 立 手 順 書 で す 。

作 業 を 開 始 す る 前 に ， 必 ず 『 日 阪 ボ ー ル バ ル ブ 取 扱 説 明 書 』 を 一 読 す

る と 共 に ， 必 ず 『 日 阪 ボ ー ル バ ル ブ 取 扱 説 明 書 』 と ， 併 用 し て 使 用 し て

く だ さ い 。

ま た ， 分 解 組 立 す る と き は ， 各 部 品 に 傷 を 付 け な い よ う 細 心 の 注 意 を

払 っ て 行 っ て く だ さ い

TB3１ ． 対 象 バ ル ブ 型 式 ：

２ ． 分 解

自動弁およびウォームギア などの 駆動装 置付き の場合は，バルブを全閉
にした後，再組立を容易にす るため ，分離 箇所に マジックインキなどで相
マークを印した上，駆動装置 をバル ブから 取り外 してください。

2 -1 .分 解 前

次の 手順を 守って作業を行ってください。
1) 安 全 に作 業できるように，十分な作業スペースを確保 してく ださい 。
2) バ ル ブを 半開としバルブ内の圧力を抜いてください。 またバ ルブ内
に 残って いる流体を除去および洗浄してください。

3) 再 組 立を 容易にするため，ボディとボディキャップの 接合部 にマジ
ッ クイン キなどで相マークを印しておいてください。

4) ボ ー ルシ ートなどの消耗部品は新しい純正部品を準備 してく ださい 。

2 -2 .分 解

（ ）を参照 して， 次の手 順で行 ってください。各部品に断 面 図 ５頁
傷を付けないように注意 してく ださい 。○内 の番号は の品番を断 面 図

示しています。
1) バ ル ブを 作業台に固定するなど安全に分解できるよう に配慮 すると
共 に十分 な作業スペースを確保してください。

2) バ ル ブを 規定のハンドルまたは適切なスパナ (但 し ， 万一外れても
怪 我をし ないよう注意して使用すること )な ど を 用いて閉の状態に
す る。

3) ナ ッ ト⑰ をメガネレンチで対角交互に手で動かせる程 度まで 緩める 。
4) 作 業 台な どからバルブを取り外し，ボディ①のタンク 接続フ ランジ
を 下に， グランド部を手前にして，垂直に置く。
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5 ) ナ ッ ト⑰ を取り外す。
6) ボ デ ィキ ャップ②をボディ①から取り外す。
7) ボ ー ル③ をボディ①から取り外す。ボール③は，開の 状態で は外せ
ま せん。 必ず閉の状態にして取り外してください。

8) ボ ー ルシ ート④をボディ①およびボディキャップ②か ら取り 外す。
9) ガ ス ケッ ト⑭を取り外す。
10) ス ナ ップ リング⑬をスナップリングプライヤを用いて 取り外 す。
11) ス ト ッパ ⑫をステム⑤から抜き取る。
12) 六 角 穴付 ボルト⑮２本を，六角レンチ (六 角 棒 スパナ )で 緩 め ，取り

外 す。
13) グ ラ ンド キャップ⑩をステム⑤から抜き取る。
14) ス テ ム⑤ をボディ①から取り外す。
15) グ ラ ンド パッキン⑥をボディ①から取り外す。
16) ス テ ムベ アリング⑦ ,ス ラ ス トベア リング ⑧をステム⑤から取外す。
17) グ ラ ンド キャップ⑩からグランドベアリング⑪を取り 外す。

2 -3 .分 解 後

1 ) 『 を 参 照 して各 部品の日 阪 ボ ー ル バ ル ブ 取 扱 説 明 書 』 ２ １ ， ２ ２ 頁

点 検を実 施してください。
2) 分 解 した 金属部品を，水・スチームなどで清浄に洗浄 してく ださい 。

３ ． 組 立

3-1.組 立 前

組立 を行う 前に次の事項を確認してください。
1) ボ ー ルシ ート④，グランドパッキン⑥，ステムベアリ ング⑦ ，スラ
ス トベア リング⑧，グランドベアリング⑪，ガスケッ ト⑭の 消耗部
品 は全て 新しい純正部品を準備してください。

2) ボ ー ル③ ，ステム⑤に傷が無いか確認してください。 傷があ れば使
用 できま せん。新品を購入した上，組立てください。

3 - 2.組 立

を参 照して，次の手順で行ってください。断 面 図

1 ) ボ デ ィ① のタンク接続フランジを下に，グランド部を 手前に して，
垂 直に置 く。

2) ボ デ ィ① にスタッドボルト⑯のねじの切っていない部 分をプ ライヤ
で つかみ 十分にねじ込む。スタッドボルト⑯のねじ部 の長さ が異な
る 場合は ，短い方をボディ①にねじ込んでください。

3) ボ ー ルシ ート④の背面に PTFEペ ー ス ト (ニ チ ア ス ナフ ロンペ ースト
TOMBO No.9 40 0 ま た は 相 当品 )ま た は グリ ス (共 同 油 脂 ㈱ シンプレ
ックス S No.00 ま た は 相 当品 )を 少 量 塗布し， を参照して入断 面 図

れ る方向 に注意し，ボディ①およびボディキャップ② に装着 する。
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4 ) を 参 照 し て，入れる方向を確認図 １

し ，グラ ンドパッキン⑥をステム⑤
に 装着す る。

5) ス テ ム⑤ にステムベアリング⑦を装
着 する。

6) ス テ ム⑤ をボディ①のグランド部に
挿 入する 。

7) ス テ ム⑤ にスラストベアリング⑧を
装 着する 。

8) グ ラ ンド キャップ⑩にグランドベア
リ ング⑪ を装着する。

9) を 参 照 し，グランドキャップ断 面 図

⑩ をキー ロック穴を下側にして，ボ
デ ィ①の グランド部に装着する。

10) 六 角 穴付ボ ルト⑮ ２本を六角レンチ
(六 角 棒ス パナ )で ， 片 締めに ならな

図 １い ように ，締め過ぎないように，交
互 に締め 付ける ｡

11) 手 動 弁の 場合 自動弁の場合 を図 ２ ， 図 ３

参 照して ，ステム⑤の流れ方向指示溝を
確 認し， 時計方向に回すと閉になるよう
に ，スト ッパ⑫を取り付ける。

12) 手 動 弁で ，ハンドルを固定する場合，ハ
ン ドルを 取付の上，スナップリング⑬を
ス ナップ リングプライヤを用いて，ステ
ム ⑤の手 前の溝にはめ込む。手動弁で，
ハ ンドル を取り外して使用する場合，お
よ び駆動 装置付きの場合，スナップリン
グ ⑬を， ステム⑤奥の溝にはめ込む。

図 ２1 3) ス テ ム ⑤ を閉位置にし ，ボー ル③を ボデ
ィ① に装着 する。 この時， を参照断面図
し ，ボー ル③三日月溝底部とステム⑤下
部 が接触 していないことを，目視および
ボ ール③ を指で前後に動かして確認する ｡

14) ボ デ ィキ ャップ②にガスケット⑭を装着
し (ガ ス ケ ット⑭が落ちる場合は，ボディ
① のガス ケット溝にガスケット⑭を入れ
る )， 相 マ ークに従っ てボデ ィ①に 装着す
る 。この 時，ガスケット⑭をかみ込ませ
な いよう 注意して装着のこと。

図 ３ガ スケッ ト⑭をかみ込ませたり，正しく
ボ ディ① ，ボディキャップ②に装着されて
い なかっ たりすると漏れの原因になります。
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15 ) ス タ ッド ボルト⑯にナット⑰を全てねじ込む。
16) ナ ッ ト⑰ を安全に締め付けできるように作業台に固定 するな ど，配

慮 する。 また，ボールが完全に閉になっていることを 確認す る。
そ の後， メガネレンチで対角交互に確実にナット⑰を 締め付 ける。
半 開状態 で締め付けるとボールシートに傷が付き，漏 れの原 因にな
り ます。

17) ハ ン ドル または適切なスパナ (但 し ， 万一 外れても怪我をしないよ
う 注意し て使用すること )な どで ス テム⑤ を反時計方向に回し，バ
ル ブを開 の状態にする。この時，作動がスムーズであ ること を確認
す る。

18) バ ル ブ仕 様にも因るが，時計回りで閉，反時計回りで 開にな ること
を 確認す る。併せて，全開時にボディ①のポートとボ ール③ のポー
ト が合っ ていることを確認する。

3 - 3.組 立 後

1 ) 再 組 立し たバルブは，耐圧検査および弁座漏れ検査を 行ない ，問題
の ないこ とを確認する。基本的には耐圧検査圧力は最 高使用 圧力の
１ .５ 倍 と し，弁座漏 れ検査 圧力は 使用圧 力とする。
検 査は検 査圧力の１／２程度まで昇圧し，各部が正常 に組立 されて
お り，異 常のないことを確認した後，異常のないこと を確認 しなが
ら 徐々に 検査圧力まで昇圧してください。

2) 自 動 弁お よびウォームギアなど駆動装置付きの場合は ，バル ブ仕様
(駆 動 装 置の開閉位置 とバル ブの開 閉位置 など )お よ び 分解前 に付け
た 相マー クを参照して，駆動装置を取り付けてくださ い。

日 阪 ボ ー ル バ ル ブ 取 扱 説 明 書 』3 ) 装 置 にバ ルブを配管する場合は，『
に 従って 作業を行ってください。




